
全
学
共
通
副
専
攻

履

修

ガ

イ

ド

知財コミュニケーション
Intellectual Property and Innovation

知的財産は、現代社会のキーワード

設置の趣旨・概要

　わが国の産業が強い国際競争力を維持するために、知の創造と知的財産としての権利化、有効な活用が求
められています。そのためには、研究開発のマネジメント、企業法務などで知的財産問題の専門家を必要と
するだけでなく、ビジネスの現場を踏まえた全体的なマネジメントをできる人材が欠かせません。
　そのためには、理工学的な知識と法的な知識、行政、ビジネス世界を大きく展望する「文武両道」にわた
る幅広い知識と見識が鍵を握ります。本副専攻では、知的財産分野における専門化を目指す学生のみならず、
研究プロジェクトを指導できる人材、ビジネスの現場で特許権や著作権を活用したビジネスモデルを構築す
るマネジャーなどを想定し、知的財産の創出から管理、活用に至る基本的な知識を習得することを目指しま
す。

履修モデル

　所属学部によって、履修モデルを工夫してみましょう。例えば、①理工系学生の場合は知的財産法やビジ
ネスモデルに関する講座を習得する、②人文科学系では理工学系の講座を習得する、などとすることで、各
自の専攻分野以外の見識を広げることが肝要です。
　知的財産、ベンチャー、サイエンスコミュニケーションなどに関する実践的な講座を履修すると、法律や
経済学など専門的な学問の持つ意味を理解しやすすくなります。各自の興味ある科目を選び、選択科目との
連携を意識してください。また、選択科目は所属学部の講義を考慮しながら、知的財産の利用・活用につな
がる科目を組み合わせてください。科学技術史、演劇やジャーナリズムなどを組み込むと、各自が将来目指
す方向を明確にできるはずです。

履修開始時 修　了　時 修了後の展望

本副専攻に興味・関心がある 特許、著作権、商標・意匠などを戦略
的に使う企業が社会的評価を高め、知
財権を侵害する企業は信頼されなくな
るという時代を迎えています。模倣品
の氾濫、不法なダウンロードの蔓延と
いう現代社会の病理に厳しい目を向け
ましょう。
また、新しいビジネスの目となるベン
チャー企業の創出は、大学の知の活用
というだけにとどまらず、大企業の中
に潜む優れた技術を世に送り出すうえ
でも必要。そのために必要な基礎的な
能力を身に付けたいものです。

・法律や経済システムに関する専門的な知識に
加え、今を支え、次代を作る知的財産という
意識を持ち、受講中はもとより、修了後も社
会の動きに絶えず関心を持ち、経済、社会、
政治に関する敏感な感性を養いましょう。

・講義を通じて得た知識とともに、ゲストス
ピーカーを含めた人材ネットワークが、企業
社会の中で君たちの大きな可能性につながり
ます。法曹の世界でも知的財産分野に強いこ
とが要件の一つになろうとしています。

学生へのメッセージ

　本副専攻は必ずしも専門的な高度な知識習得を目指すものではなく、「コミュニケーション」という言葉
にあるように、知的財産にかかわる研究やビジネスと社会との接点を見つけ、その対話を可能にすることを
通じて、学生諸君の将来の可能性を広げることを狙っています。新しい試みであり、教員にとっても新たな
挑戦となります。一緒に新地平を切り開こうという意欲ある学生の参加を希望しています。

※2013年度で廃止
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指定科目一覧

修了必要単位

20単位　（コア科目６単位、選択科目14単位）以上

★コア科目 修了必要単位＝６単位

項 設置学部・
センター 科　　目　　名　　称 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 志望理由 備　　考

１ オープン ベンチャー起業家養成基礎講座（（株）大和証券グループ寄附講座） 並木　秀男　他 １年以上 春学期          水６時限 早稲田 ２ ○
２ オープン ウーマン・キャリアクリエイト講座（新日本監査法人寄附講座） 並木　秀男　他 １年以上 秋学期          金６時限 早稲田 ２  
３ オープン やさしい知的財産入門　01 藤本　暸一　他 １年以上 春学期          水６時限 早稲田 ２ ○
４ オープン やさしい知的財産入門　02 藤本　暸一　他 １年以上 秋学期          水６時限 早稲田 ２ ○
５ オープン 知とイノベーション戦略 藤本　暸一 １年以上 春学期          金６時限 早稲田 ２ ○
６ オープン 知とイノベーション戦略（演習） 藤本　暸一 １年以上 秋学期          金６時限 早稲田 ２ ○
７ オープン やさしい「環境とエネルギー」 清水　功雄 １年以上 春学期          火２時限 早稲田 ２ ○

８ オープン サイエンスコミュニケーション入門 清水　功雄　他 １年以上 集中講義
（春学期）土その他 西早稲田 ２ ○ ５/12、19、26、

６/２、９ １～３限
９ オープン やさしい「先端物質と生命科学」 清水　功雄 １年以上 秋学期          火２時限 早稲田 ２ ○
10 オープン 実践サイエンスコミュニケーション 清水　功雄　他 １年以上 夏季集中        無その他 西早稲田 ２ ○ 学外実習あり、８/20～22

オープン ベンチャー企業の創出 １年以上 ２ 廃止、取下げ
11 オープン 全学共通副専攻修了演習（知財コミュニケーション）　01 並木　秀男　他 １年以上 春学期          無その他 早稲田 ２ ○ 履修必須
12 オープン 全学共通副専攻修了演習（知財コミュニケーション）　02 並木　秀男　他 １年以上 秋学期          無その他 早稲田 ２ ○ 履修必須

★選択科目 修了必要単位＝14単位

項 設置学部・
センター 科　　目　　名　　称 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 志望理由 備　　考

１ オープン ジャーナリズム概論 野中　章弘 １年以上 春学期          火２時限 早稲田 ２ ○
２ オープン 情報化社会論 土方　正夫 １年以上 春学期          水３時限 早稲田 ２  
３ オープン 地域連携と地域競争力 藁谷　友紀　他 １年以上 秋学期          水６時限 早稲田 ２  
４ オープン 環境を経営する 友成　真一 １年以上 秋学期          木３時限 早稲田 ２ ○
５ オープン 生命科学の最前線 梅津　光生　他 １年以上 秋学期          木２時限 早稲田 ２  

６ オープン 映画のすべて　マスターズ･オブ・シネマ（（株）フジテレビジョン
寄附講座） 安藤　紘平　他 １年以上 春学期          土４時限 早稲田 ２ ○

７ オープン 現代演劇入門 坂内　太　他 １年以上 夏季集中        無その他 早稲田 ２  ８/６～10 ２～４限
８ オープン 舞台美術と演劇 竹本　幹夫　他 １年以上 春学期          月５時限 早稲田 ２  
９ オープン コミュニティ論（入門と基礎理論） １年以上 ２ 2012年度休講
10 オープン コミュニティ論（展開と実践） １年以上 ２ 2012年度休講
11 人科        科学史 加藤　茂生 １年以上    春学期          火４時限 所沢 ２
12 先進 化学史・化学技術史 清水　功雄 １年以上    秋学期          木１時限 西早稲田 ２
13 先進 先進理工技術経営 清水　功雄 ４年以上    秋学期          水６時限 西早稲田 ２

― 325 ― 


